
著者/出版年 弓野憲一・平石徳己 

タイトル 世界の創造性教育 

出典 
The Annual Report of Educational Psychology in Japan 

2007, Vol.46, 138-148 

要旨・感想 

本項は、中国、台湾、日本、アメリカ、イギリス、ドイツそれとフィンランドの創造性教育の

要約と、今後の日本の創造性教育に関する幾つかの提言と課題についてまとめたものである。

日本を除いた世界の先進国は学校における教育プログラムに創造性教育を導入することに力を

注いでいる。これに対し、日本では科学的研究・実践の長い歴史を持つ「創造性」の育成では

なく、多様な意味を持つ「生きる力」の育成を小学校から高校において実施しようとしている。

このことが日本の教育を混乱させる原因の１つとなっている。 

創造性教育とは、問題を嗅ぎつけ、情報ギャップを見つけ出し、アイデアとか仮説を形成し、

それらの仮説を検証したり、修正したりして、最終的にコミュニケートする諸過程を指すもの

と定義している。今日、日本の教育が問題視されている中、日本は先進国の中でも、学力的に

それほど高くないという現状にある。私はこの文献を読んで、学校で習うような各科目の授業

も大切だと思ったが、国際理解、情報、環境、福祉・健康などの体験的な学習をもっと増やす

必要があるという部分にとても共感した。決められた範囲の学習を超えた、体験は創造性を豊

かにする一番の近道だと思う。日本の学生に何か授業の枠組みを超えた成功体験を小さい時か

らできるかが問題解決能力を養えるかどうかだと思う。 
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